
フィージビリティスタディの調査結果について

１． 実施概要

（１） 実施事業者：５事業者 （分解整備事業 ２）

（車体整備事業 ２）

（電装品整備事業 １）

（２） 実施期間： ８月２２日～９月４日（２週間）

（３） 実施件数：２２５件 （平均４５件）

２． 改善すべき点

（１）調査票の簡素化⇒ 設問数の削減、車両個々に対する記述項目の廃止。

（２）事業者への作業負担の軽減⇒ 対象車両を国産ガソリン車に限定。

（３）調査結果まとめの効率化⇒ 調査票をエクセル集計し易い様に、複数件記入方式とする。

３． 実施結果（参考）

【入庫目的欄】ほぼ記入されており、調査項目として妥当と判断できる。
車検 点検 故障 事故 整備 用品 その他 未記入 合計

38 58 28 34 35 28 0 4 225

16.9% 25.8% 12.4% 15.1% 15.6% 12.4% 0.0% 1.8% 100.0%

【ご用命内容欄】 記入無しが４０％あり、作業負荷低減のため、削除したい。

記入あり 記入なし 合計

134 91 225

60% 40% 100%

【警告灯の点灯有無欄】 ほぼ記入されており、調査項目として妥当と判断できる。

警告灯点灯 警告灯なし 未記入 合計

8 206 11 225

3.6% 91.6% 4.9% 100%

【DTC 名の記入欄】 車両の複数 DTC は５個で 90%把握できる。記入欄を削減可能。

ＤＴＣコード数 １個 ２個 ３個 ４個 ５個 ６個 ７個 ８個 ９個 １０個

件数 31 7 4 2 2 1 0 0 1 2

件数累計 31 38 42 44 46 47 47 47 48 50

累計の割合 62% 76% 84% 88% 92% 94% 94% 94% 96% 100%
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【フリーズフレームデータ欄】 回答の選択肢を少なくして、作業者の負担を低減させたい。

設問 回答 割合 記述情報欄の回答状況

故障部位の探求に役立った ４ ８％ 内１件は信号名の記述が未回答

故障部位の探求に役立たなかった １１ ２２％ 殆どが用命事項と異なり関係なし

確認したが、データが無かった １９ ３８％

スキャンツールが未対応 １ ２％ 対象システムは未回答

使い方不明 0 ０％

未回答 １５ ３０％

合計（回答の対象数＝DTC あり） ５０ １００％

【ストリームデータ欄】 回答の選択肢を少なくして、作業者の負担を低減させたい。

設問 回答 割合 記述情報欄の回答状況

故障部位の探求に役立った ７ ３％ 内２件は信号名の記述が未回答

故障部位の探求に役立たなかった １ ０．４％ 理由欄は未回答

スキャンツールが未対応 ５ ２％ 対応システム名は全て未回答

使い方不明 ０ ０％

今回の入庫目的では使わない １３４ ６０％

未回答 ７８ ３５％

合計 ２２５ １００％

【作業サポート欄】 回答の選択肢を少なくして、作業者の負担を低減させたい。

設問 回答 割合 記述情報欄の回答状況

HV 整備モード、エア抜き、DPF 強制再生 ０ ０％

部品交換時の初期設定 ４ １８％ ４件とも信号名の記載あり

キャリブレーション １ ０．４％ 記載あり（車高の強制調整）

コンフィグレーション ２ １％ SRS（輸入車）、１件は未記入

サービスリセット ４ ２％ 記載あり（インスペクションリセット）

その他 １ ０．４％ 記載あり（アクチュエータテスト）

スキャンツールが未対応 ２ １％ 対応機能名欄は未記入

今回の入庫目的では使わない １２９ ５７％

未回答 ８２ ３６％

合計 ２２５ １００％

【外注作業欄】 未回答率が高く、調査から外す。

設問 回答 割合 記述情報欄の回答状況

自己完結した １６８ ７５％

外注依頼した ３ １％ 理由欄、作業内容欄共に未記入

未回答 ５４ ２４％

合計 ２２５ １００％



４． DTC 検出状況（参考） ⇒ 本調査で精査したい

DTC は、対象車両（N=２２５）の内、n＝５０（検出率２２％）の車両で検出されたが、その過半

数（６３％）は過去故障であった。

検出された DTC の個数（N＝１１０）に対する入庫目的別の検出状況は以下のとおり

DTC 区別 車検 点検 故障 事故 整備 用品取付 その他 合計

現在故障 0 3 10 0 7 1 0 21

過去故障 14 15 12 6 15 5 2 69

仮コード 0 2 0 0 0 0 0 2

不明 0 5 6 0 5 1 1 18

合計 14 25 28 6 27 7 3 110

・ 本来の故障につながる現在故障は、点検、故障修理、整備依頼時に検出されている。

・ なお、重大故障を示す警告灯の点灯（８台）は、全て現在故障を検出していた。

・ 過去故障は、再現性の乏しい故障に対して故障探求に有効ではあるが、市場の実態と

しては「整備時の消去忘れ」の可能性が高い。

５． その他【事業者から寄せられている主な意見】

・ フリーズフレームデータとデータストリームの確認欄について、設問の意味（内容）が解りづ

らい。

・ 通常使用しない入庫車両にもスキャンツールを使用することがとても大きな作業負担だった。

輸入車、大型車等はじめから確認できないものについては、対象外としてはどうか。

・ 調査期間について、１事業者で３ヶ月は長すぎるので、期間を２週間に区切とか、１事業者

あたりの調査件数を指定してはどうか

・ 事故や故障に関係しない故障コードが車両に残っているケースが数件あった。

・ 車両側のコネクタの位置が解りづらいものがあり時間を要した。

・ プリント機能があるといい。

・ 車検、法定点検などの場合は、ショートテスト機能、全てのシステムのフォルトを一斉にチェ

ックする機能、コードリード、プリントアウト機能があれば十分。

・ 車種特定のとき、車検証の初度登録年は平成表示だが、診断機では西暦表示のため変換

が必要。和暦と西暦の切り替えが出来るといい。

DTC 区別 １個目 ２個目 ３個目 ４個目 ５個目 ６個目 ７個目 ８個目 ９個目 10 個目 合計 割合

現在故障 11 2 1 2 1 0 1 1 1 1 21 19%

過去故障 32 13 9 5 3 3 2 1 1 0 69 63%

仮コード 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2%

不明 6 3 2 1 2 1 0 1 1 1 18 16%

合計 50 19 12 8 6 4 3 3 3 2 110 100%



６． フィージビリティスタディで使用した調査票

種別： 指定 認証 特認

整備要員： ３人以下 ４人以上 １１人以上

業態： 兼業 専業 その他

登録年月 H 年 月

車検 点検 故障 事故 一般整備 用品取付 その他

チャージ エンジン ABS A/T トラクション SRSｴｱバッグ

EPS ブレーキ その他（ ） 無し

現在 現在 現在 現在 現在

過去 過去 過去 過去 過去

ペンディング ペンディング ペンディング ペンディング ペンディング

区別つかない 区別つかない 区別つかない 区別つかない 区別つかない

現在 現在 現在 現在 現在

過去 過去 過去 過去 過去

コードなし ペンディング ペンディング ペンディング ペンディング ペンディング

区別つかない 区別つかない 区別つかない 区別つかない 区別つかない

確認し、故障部位の探求に役立った⇒（信号名： ）

確認したが、故障部位探求には役に立たなかった（理由： ）

確認したが、保存されておらず読み取れなかった

確認しようとしたが、スキャンツールが対応していなかった

データの読み取り方が判らない 対象のシステム名（ ）

確認し、作業の役に立った⇒（ｼｽﾃﾑ名： ）

確認したが、作業の役に立たなかった（理由： ）

確認しようとしたが、スキャンツールが対応していなかった

データの読み取り方が判らない 対象のシステム名（ ）

今回の入庫目的ではこの機能は使わない

HV系車両の整備モード ブレーキ系統のエア抜き

DPF強制再生

部品交換時の初期設定⇒（機能名： ）

可動範囲などの調整（ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ）⇒（機能名： ）

交換部品の初期化（ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ）⇒（部品名： ）

サービスリセット⇒（機能名： ）

その他⇒（機能名： ）

ｽｷｬﾝﾂｰﾙが未対応で作業できない⇒（機能名： ）

今回の入庫目的ではこの機能は使わない

無し。（自社内で作業は完結した）

ディーラ（他工場）へ依頼した （理由： ）

（作業内容： ）

調査票№
（連番）整備実態調査票案（全ての項目を記入ください）

車名

事業者名

車両型式

外注作業
（ディーラ・
他工場への
依頼作業）

本入庫で使用したスキャンツール名

入庫目的

入庫時点での
警告灯の
点灯有無

ご用命内容

ダイアグコード
（DTC)の確認
※コードが有りの場

合は全てのコードを

右欄に記入。

※現在・過去・ペン

ディングの区別も判

る範囲で記入。

区別が出来ない場

合は「区別がつかな

い」に記入。

ﾌﾘｰｽﾞﾌﾚｰﾑ
ﾃﾞｰﾀの確認

※DTCなしの場合

は回答不要

ﾃﾞｰﾀｽﾄﾘｰﾑ
（ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ）
確認結果

作業サポート
の活用状況


